
 

第１３６回「神奈川大学産学交流フロンティアサロン」 

 
 

『まちから世界へ。「藍」で染める、地場産業への挑戦』 
 

ジャパンブルーと世界の注目を集めた日本の藍産業は、明治初期に最盛期を迎えると同時に、化

学染料の登場で一気に衰退しました。１００年前に「オワコン」業界としての烙印を押された藍

染め業を、なぜこの時代に始めようと思ったのか。藍の新たな価値創造と地場産業への挑戦の活

動や、時代に翻弄された藍の歴史、基礎的な染色の仕組みなど、実演を交えて楽しくご紹介しま

す。来場者様への藍染品プレゼントもあります。 

対面・ZOOMによるハイブリッド開催 

みなとみらいキャンパス 5階 

中小ホール 
 

参加申込みはこちらから→ 

 

参加申込者には詳細をお伝えします。 

 

講師：小沼 慶多 （おぬま けいた） 

１９８７年生。神奈川県伊勢原市出身。人間科学部（一期生）卒業後、保健体育教

諭・野球部顧問として勤務。その後、プロ野球独立リーグに参入した神奈川県民球団

の初代マネージャーに就任し、初の日本一を達成。２０２１年より地元伊勢原市で、

藍染工房「阿夫利ブルーブランド」を立ち上げ、藍染師・藍農家として活動。 

 

主 催：神奈川大学フロンティアクラブ 共催：神奈川大学 KUポートスクエア 
問合せ：神奈川大学 総務部 校友課 045-481-5661（内 2257） 


